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1. 目的 
 マグネシウムニオブ酸チタン酸鉛（Pb (Mg1/3 
Nb2/3)O3-PbTiO3, PMN-PT）は、マグネシウムニオ
















































 光源は波長が 532nm のレーザー光を使用し、
露光時間を 30 秒レーザーの照射径が 2μmとし、





 図 3 中の 270cm-1のピークは図中の振動モード


















図 4 270cm-1モードのピーク位置のイメージ図 
図 3 ラマンスペクトルのフィッティング解析 













■、－：2 回目の測定    
 の平均・分散 
Temperature (℃) 
 図 5 270cm-1モードの平均ピーク位置の温度依存性 
